
小 泊 (10月6～10日) 大 畑 (10月6～10日)

ク ロ マ グ ロ 延 縄  38隻 1,713.4㎏ ス ル メ イ カ 釣 り  100隻 3,465.0㎏ 白 糠 (10月6～10日) 尻 労 (10月6～10日)

ウ ス メ バ ル 釣 り  88隻 2,763.7㎏ ヤ リ イ カ 定置網  9隻 45.6㎏ ス ル メ イ カ 釣 り  63隻 1,740.0㎏ マ ダ ラ 釣 り  8隻 260.0㎏

サ ケ 刺 網  8隻 92.5㎏ (54.5㎏) 底建網  4隻 8.9㎏ (2,036.0㎏) 定置網  1隻 296.0㎏ サ ケ 定置網  3隻 689.0㎏

マ ダ イ 延 縄  1隻 2.5㎏ ヤ リ イ カ 釣 り  2隻 18.0㎏ (849.0㎏) 刺 網  13隻 160.0㎏

下 前 (9月16～20日) (232.7㎏) 定置網  10隻 213.0㎏ マ ダ イ 定置網  4隻 17.1㎏

ス ル メ イ カ 釣 り  7隻 655.0㎏ 底建網  9隻 17.2㎏ ク ロ マ グ ロ 定置網  4隻 78.5㎏ 八 戸 (10月6～10日)

ウ ス メ バ ル 釣 り  1隻 6.0㎏ ク ロ マ グ ロ 延 縄  12隻 1,027.0㎏ ブ リ 釣 り  42隻 26.4㎏ ス ル メ イ カ 釣 り  116隻 14,341.0㎏

ブ リ 釣 り  1隻 12.0㎏ (1,999.5㎏) 定置網  11隻 1,973.1㎏ (194,569.0㎏) 底曳網  67隻 175,105.0㎏

大 戸 瀬 (新深浦) (10月1～5日) (46.7㎏) 定置網  9隻 33.7㎏ マ ダ ラ 釣 り  44隻 772.2㎏ ま き 網  1隻 5,123.0㎏

ヤ リ イ カ 定置網  5隻 1.0㎏ 底建網  1隻 1.0㎏ サ バ 類 定置網  11隻 8,161.0㎏ ブ リ 定置網  15隻 4,378.0㎏

マ ダ イ 定置網  32隻 129.6㎏ ウ ス メ バ ル 釣 り  6隻 36.3㎏ サ ケ 定置網  11隻 7,871.7㎏ マ ダ ラ 底曳網  67隻 14,459.0㎏

ク ロ マ グ ロ 延 縄  1隻 148.0㎏ サ バ 類 釣 り  1隻 10.0㎏ サ バ 類 定置網  21隻 3,720.0㎏

(163.9㎏) 定置網  1隻 15.9㎏ (580.9㎏) 定置網  11隻 568.9㎏ 佐 井 (10月1～10日) (1,452,770.0㎏) ま き 網  36隻 1,449,050.0㎏

ブ リ 定置網  36隻 328.8㎏ 底建網  1隻 2.0㎏ とりまとめ中 サ ケ 定置網  48隻 91,876.0㎏

サ バ 類 定置網  8隻 231.8㎏ サ ケ 定置網  12隻 3,433.2㎏

サ ケ 定置網  85隻 6,081.8㎏
ア ブラツノザ

メ 延 縄  4隻 2,034.0㎏ 三 沢 (10月6～10日)

(10月6～10日) とりまとめ中

ヤ リ イ カ 定置網  2隻 0.7㎏ 鰺 ヶ 沢 (10月1～10日)

マ ダ イ 釣 り  5隻 13.5㎏ とりまとめ中

(105.0㎏) 定置網  41隻 81.6㎏

刺 網  3隻 9.9㎏ 深 浦 (10月6～10日)

ク ロ マ グ ロ 釣 り  11隻 406.4㎏ とりまとめ中

(1,259.1㎏) 延 縄  6隻 835.4㎏

定置網  2隻 17.3㎏ 平 舘 (外ヶ浜) (9月21日～10月10日)

ブ リ 釣 り  3隻 749.4㎏ とりまとめ中

(855.1㎏) 定置網  25隻 105.7㎏

マ ダ ラ 釣 り  1隻 3.8㎏ 三 厩 (10月6～10日)

サ バ 類 釣 り  3隻 19.6㎏ ク ロ マ グ ロ 釣 り  28隻 1,110.0㎏

(37.8㎏) 定置網  3隻 18.2㎏ ウ ス メ バ ル 釣 り  4隻 46.0㎏

サ ケ 定置網  76隻 3,748.7㎏
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〇対馬暖流域の表面水温は、 
 “やや高め”で経過する 
  （平成２９年度第3回日本海海況予報） 

○青鵬丸による大型クラゲの目視調査の 
  結果、出現は認められませんでした 

○大型クラゲに関する情報 
 9月1～6日にかけて、下表
のとおり出現情報がありまし
た。今のところ大量出現の予
兆などはみられておりません
が、今後の情報に注意して下
さい。             
（資料：（一社）漁業情報 
   サービスセンターHP） 

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7

8 9 10 11 12 13 14

15 16 17 18 19 20 21

22 23 24 25 26 27 28

29 30 31

○ □ 漁況

10月のウオダス発行予定

漁海況

時期 海域 漁法等 出現数 傘径（ｃｍ） 報告機関
9月23日 3～15 40～50
9月24日 4～5 40～50
9月25日 1 80位
9月26日 1 60位
9月25日 2～3 約70
9月26日 0～2 約70
9月27日 0～1 30前後
9/24～28 0～1 40～50
9/21～25 1 50
10月3日 1 60位
10月7日 1 80位

全国底曳網漁連底びき網（中西部日本海）

（中西部日本海）

兵庫沖 底びき網 兵庫県

（対馬海峡）
底びき網 全国底曳網漁連

○大型クラゲに関する情報 
 9月下旬から10月上旬にかけて、下表のとおり出現情報が報告されていま
す。大量出現の予兆はみられておりません。 
        （資料：（一社）漁業情報サービスセンターHP） 



 今回は平均前回差が 

-0.6度となりました。 

 前年と比べると、日

本海が-0.9度、津軽海

峡が-0.4度、陸奥湾が 

-0.9度、太平洋が-0.8

度となり、平均前年差

は-0.7度となりました。   

 すべての地点で平年

を下回り、日本海側で

「かなり低め」、その

他の海域では「やや低

め」となっています。 
図 定地水温(10月6日～10日） 

 平均値(平年差)ブイは１m 

太平洋の海況 

（10月5日～6日、表面水温分布） 

概況：沿岸水温は18℃台 

○太平洋沿岸域の表面水温 

 前回と比べて1～2度降温しています。これは

前年同期と比べて1～2度低い水温です。 

日本海の海況 

（10月5日～6日、表面水温分布） 

概況：沿岸水温は20～21℃台 

○日本海沿岸域の表面水温 

 前回と比べて2度ほど降温しています。これは

前年同期と比べて1～2度低い水温です。 

沿岸各地の水温（10月6日～10日） 

日 本 海 18℃～19℃台 津軽海峡 17℃～19℃台 

陸 奥 湾 18℃～19℃台 太 平 洋 16℃～18℃台 

資料：（一社）漁業情報サービスセンター 
北部太平洋海況速報 第54号 10月10日発行 

○平成29年度第4回サンマ中短期漁況予報 
 （一社）漁業情報サービスセンターは10月10日、関係機関の
情報を取りまとめ、下記のような予報を発表しました。 
今後の見通し（10月中旬～11月下旬） 
来遊量 
・道東海域では、10月中旬は減少して低位水準となる。 
・三陸海域では、10月中旬は低位水準であるが増加する。 
・常磐海域では、10月下旬になると、来遊がある。 

○スルメイカの漁獲は依然低調 
  5月21日から9月30日までの一本釣りによるスルメイカの水揚量は日本海269.4トン（前年比43.4％）、
津軽海峡391.4トン（前年比75.4％）、太平洋2,475.8トン（前年比86.2％）と太平洋側及び津軽海峡側で
やや持ち直しているものの依然低調です。 
 また、過去4か年平均比でみると、各海 
域43.4％、75.4％、86.2％となっていま 
す。（資料：県漁連 スルメイカ日計表） 

○大型クラゲに関する調査結果 
 10月6日、試験船青鵬丸により日本海の大型
クラゲ目視調査を行いました。 
 北緯40-52.6～56.7、東経139-56.4～140-
11.1の範囲では大型クラゲの出現は認められま
せんでした。 
 表面水温は20.9～21.2℃の範囲となっていま
した。 

○平成２９年度第3回日本海海況予報 
 日本海区水産研究所は10月5日、関係機関の情報を取りまとめ、以下のような予報を作成しました。                  

海況模式図2017年9月                   

今後の見通し（2017年10月中旬～12月）（抜粋） 
(1)山形西方の暖水域は北進し、津軽半島西方に分布する。津

軽半島西方の暖水域は津軽海峡から流失する。 
(2) 入道埼沖の冷水域の張り出しはかなり小さくやや離岸で経 
 過する。 
(3) 対馬暖流域の表面水温は、“やや高め”で経過する。 
(4) 対馬暖流域の50ｍ深水温は、日本海北部及び西部ともに 
 “平年並み”で経過する。                    

水 温 前回差 前年差 平年差

深　浦 19.0 -0.7 -1.3 -1.6

鯵ヶ沢 18.5 -1.2 -0.6 -1.1

平　均 18.8 -0.9 -0.9 -1.4

竜　飛 18.7 -1.2 -0.9 -2.0

佐　井 19.1 -0.6 -0.1 -0.8

蛇　浦 17.7 -0.2 +0.1 -1.5

関根浜 19.0 -0.6 -0.6 -0.2

平　均 18.6 -0.7 -0.4 -1.1

青　森 19.6 -0.8 -0.8 -0.4

茂　浦 18.2 -0.8 -1.9 -1.0

平舘ﾌﾞｲ 19.8 -0.8 -0.6 -0.7

青森ﾌﾞｲ 19.8 -0.4 -0.7 -0.5

東湾ﾌﾞｲ 19.6 -0.5 -0.6 -0.4

平　均 19.4 -0.6 -0.9 -0.6

尻　労 18.2 -0.5 -0.3 -0.3

泊 18.2 -0.1 -0.2 -0.5

八　戸 16.5 -0.1 -1.5 -1.4

階　上 18.6 -0.1 -1.2 -0.4

平　均 17.9 -0.2 -0.8 -0.6

18.7 -0.6 -0.7 -0.9

　表 沿岸各地の水温（10月6～10日）

日
本
海

津
軽
海
峡

（単位：℃）

全体平均

太
平
洋

陸
奥
湾

(-0.5)(-1.6)

19.0

八　戸

16.5

(-1.4)

(-0.4)

茂　浦

(-1.0)

18.2

18.6

階　上

18.5

深　浦
19.8

青森ブイ

青　森

19.6

(-0.4)

(-1.1)

東湾ブイ
泊19.6

鰺ヶ沢

平舘ブイ

19.8

(-0.7)
18.2

(-0.5)
(-0.4)

(-0.3)

（単位：℃） 佐　井

19.1

竜　飛 17.7

18.7

(-2.0)

関根浜

19.0

(-0.8)

(-1.5)

(-0.2)蛇 浦

尻　労

18.2


